







































































　本取り組みでは、平成 19 年度～平成 21 年度に106
件のコラボ授業を実施した。コラボ授業参加学生数は、延





















































































メディアで取り上げられた。平成 19 年度 3 件、20 年度
51件、21年度 33件の合計 87件に上る。
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６．今後の展望、課題
　本取組の極めて重要な成果である地域連携の多様化をさ
らに継続･推進するために、学外からの依頼は本学社会貢
献グループの芸術文化系研究協力チームが一括して集約・
整理して、研究プロジェクト会議において一覧表で周知し、
教育･研究とマッチングさせる仕組みを構築した。事業終了
後の現在、47件の地域連携プロジェクトが実施中である。
また、「みる」「ふれる」「ものに語らせる」可視化教育の
継続として、本学部の映像スタジオを整備し、実技、実験
系授業で制作された学生作品や教員の研究成果作品など、
年 4回の期間を設けて撮影する。そうして蓄積された教育
成果のデータを、写真パネルや印刷物、Web 等さまざま
な場面で活用する。このような仕組みを広報委員会が中心
になり提案し教授会で了承された。今後、これらの教育成
果を使って、学内、地下芸文ギャラリー、銀行等での展示
が継続して可能となり、オープンになった教育や研究成果
を介して次の地域連携に結びつくことを目指している。GP
事業実施中に整備した展示用備品や大型モニター、簡易
展示台等は、芸術文化系研究協力チームや学務グループ
などがその管理を引き継ぎ、有効に利用されている。
